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１ 令和元年度の取組結果について 

  温室効果ガス排出量が大きく削減され、成果をあげてい

る。 

  実績値の増減については、その理由を分析し、今後どの

ような取組をすれば減じることができるのか、解析をしな

がら取組を進めていただきたい。 

電力使用量に係る温室効果ガスの排出量は、電力会社毎の

排出係数が大きな影響を及ぼしているということを広く周

知していただきたい。 

  エネルギー関連項目の令和４年度の取組目標の達成に向

けて、引き続き努力していただきたい。 

  

 

２ 令和２年度の取組について 

  新型コロナウィルス感染防止対策の実施、例えば空調稼

働をしながら喚起を実施する、また時差出勤で空調稼働時

間が増加するなどで、実績値が影響を受けると予想される

ため、実績値の報告を求める段階から感染防止対策に起因

する変動幅の把握に努め、詳細な分析をお願いしたい。 

    

 EMSの運用にあたっては、数字にとらわれすぎて、業務が

萎縮してしまうことがないよう、全体のバランスを見ながら

効果を上げていただきたい。 

 

 


